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一一
学
期
の
お
も
な
行
事

学
期
の
お
も
な
行
事

※
急
な
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
容
赦
下
さ
い
。

二
○

一
九

（平
成
三
十

一
）
年
四
月
十
五
日
発
行

【４
月
】

日

検
尿
１
次
、
内
科
検
診
３
年

15

日

検
尿
１
次
予
備
日
、
内
科
検
診
２
年
、
５
組

16

本
年
度
の
学
年
編
成

・
お
も
な
校
務
分
掌

本
年
度
の
学
年
編
成

・
お
も
な
校
務
分
掌

日

部
活
動
紹
介(

午
後)

17

日

全
国
学
力

・
学
習
状
況
調
査
３
年

18

【学
年
配
当
】

日

全
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
育
桜
会
役
員
推
薦
委
員
会

19

日

心
電
図
１
年

22

学

年

主

任

１

組

２

組

３

組

４

組

５

組

日

検
尿
２
次
、(

特)

新
入
生
歓
迎
会

日
検
尿
２
次
予
備
日

23

24

日

歯
科
検
診
、
生
徒
会
意
見
発
表
会
、
新
旧
保
健
委
員
会

25

１

年

有

馬

佐

竹

若

森

亀

井

津

田

大

谷

日

奈
良
め
ぐ
り
１

・
２
年

新
旧
評
議
員
会

26

【５
月
】

２

年

佐

藤

市

橋

山

上

長

友

中

村

柁

谷

１

日

即
位
の
日

・
開
校
記
念
日(

休
業
日)

３

年

佐
古
田

中

嶋

新

谷

山
本
佑

山
本
浩

福

嶋

７

日

３
年
総
合
テ
ス
ト
②
部
活
動
発
足
会

９

日

耳
鼻
科
健
診

(

学
年
付)

(

１
年)

吉

田(

組)

・
葉

山(

組)

・
小

倉(

５
組)

日

部
活
動
保
護
者
会(

基
準
日)

、

10

(

２
年)

尾

本(

組)

・
辰

巳(

組)

日

奈
良
市
市
民
体
育
大
会

（基
準
日
）

12

(

３
年)

挽

地(

組)

・
竹

村(

組)

・
成

田(

養
護)

日

内
科
検
診
１
年
、
検
尿
３
次

13

日

育
桜
会
総
会
、
教
育
後
援
会
総
会
、
検
尿
３
次
予
備
日

14

【企
画
委
員
】

日

認
証
式

・
生
徒
総
会

日

眼
科
検
診

15

16

~

日

３
年
修
学
旅
行(

・

日
振
替
休
日)

18

21

22

23

(

校
長)

森

本

(

副
校
長)

松

田

(

主
幹
教
諭)

奥

原

~

日

２
年
臨
海
実
習(

日
振
替
休
日)

19

21

22

日

(

特
支)

授
業
参
観

29

尾

本

・
有

馬

・
佐

藤

・
佐
古
田

・
吉

田

・
竹

村

・
小

倉

~

日

中
間
テ
ス
ト

30

31【６
月
】

【校
務
分
掌
】

４
日

防
火
訓
練
、
臨
時
生
徒
総
会

教
務
部

◎
尾

本

・
有

馬

・
葉

山

・
挽

地

９
日

市
中
学
校
総
合
体
育
大
会(

基
準
日)

~

日

教
育
実
習(

２
週
間
実
習)

10

21

文
化
部

◎
津

田

・
中

嶋

・
柁

谷

日

ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
予
行

11

日

ス
ポ
ー
ツ
デ
イ(

鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場)

(

雨
天
→

日)

14

17

生
活
部

◎
吉
田

・
市
橋

・
亀
井

・
佐
古
田

・
中
村

・
山
本
浩

・
小
倉

日

生
徒
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

15

図
書
部

◎
山
本
佑

・(

佐
久
間)

【７
月
】

整
美
部

◎
山

上

・
辰

巳

・
成

田

２

日

(

特
支)

防
災
避
難
学
習

１~

３

日

期
末
テ
ス
ト

保
体
部

◎
佐

藤

・
福

嶋

・
新

谷

日

(

特
支)

Ｐ
Ｔ
Ａ
、(

午
後)

期
末
懇
談

16･

日

(

全
日)

期
末
懇
談

17

18

研
推
部

◎
竹

村

・
大

谷

・
長

友

・
佐

竹

・
若

森

日

終
業
式

19

日

３
年
生
総
合
テ
ス
ト
③

29

◎
辰

巳

・
森

本

・
松

田

・
奥

原

・
佐
古
田

・
佐

藤

有

馬

・
大

谷

・
吉

田

・
成

田

【年
度
替
わ
り
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
】

男
子

名
、

51

〈離
任
〉
谷
口
尚
之(

副
校
長)
・
米
森
典
美(

数
学)

・
荘
司
雅
規(

数
学)

女
子

名
の

85

勢
頭
美
里(

養
護)

・
西
村
富
雄(
用
務
員)

・
デ
イ
ビ
ッ
ト

・
グ

新
入
生
を

ラ
ハ
ム

（英
会
話
）

迎
え
ま
し
た
。

〈着
任
〉
亀
井
朋
也(

数
学)

・
新
谷
太

一(

英
語)

・
手
塚
美
咲(

養
護)

吉
川
宏(

用
務
員)

・
ガ
ジ
バ
リ
ッ
チ

・
マ
ル
コ

（英
会
話
）

教

育

相
談
部

言
葉
の
意
味
を
考
え
よ
う

学
校
長

森
本
弘

一

新
し
い
学
年
が
始
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
張
り
切

っ
て
毎
日
を

過
ご
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
日
頃
見
慣
れ
て
い
る
風
景
で
も
、
気
持
ち
が
新
た

に
な
る
と
違

っ
て
見
え
る
も
の
で
す
ね
。

日
常
使

っ
て
い
る
言
葉
も
、
学
校
で
学
習
し
た
見
方
や
考
え
方
を
使
う
と

「
お
や

っ
？
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
日
、
あ
る
公
園
で
こ
ん
な
掲
示
を
見
ま
し
た
。

「公
園

へ
動
物
を

つ
れ
て
こ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
」

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

「動
物
」
は
、
ど
ん
な
意
味
で
し
ょ
う
か
。
中
学
校
理
科
で

は
、
「動
物
」
に
は
、
セ
キ
ツ
イ
動
物
と
無
セ
キ
ツ
イ
動
物
が
あ
り
、
セ
キ
ツ
イ
動
物
に

は
、
魚
類
、
両
生
類
、

ハ
チ

ュ
ウ
類
、
鳥
類
、
ホ

ニ
ュ
ウ
類
が
あ
り
、
哺
乳
類
に
は
、

ヒ
ト
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
学
習
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
掲
示
に
従
う
と
、
ヒ
ト
も

公
園
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
掲
示
が
意
味
し
て
い
る

「動
物
」
は
、
イ
ヌ
や
ネ

コ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
多
く
の

人
に
は
、
「動
物
」
と
は
、
イ
ヌ
や
ネ

コ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
言
葉
で
も
、
日
常
で
使

っ
て
い
る
意
味
と
中
学
校
理
科

で
使

っ
て
い
る
意
味
に
は
ず
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
。

近
年
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
、
私
が
も

っ
と
も
違
和
感
が
あ
る
の
は
、
「進
化
」
で
す
。

中
学
校
理
科
で
は
、
「進
化
」
と
は
、
「生
物
が
長
い
時
間
か
け
て
変
化
す
る
こ
と
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
長
い
時
間
と
は
、

一
般
的
に
は
、
数
万
年
以
上
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

変
化
す
る
の
は
形
質
と
言
わ
れ
る
生
物
の
特
徴
の
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
頃
、

次
の
よ
う
な
言
葉
を
見
か
け
ま
す
。

「自
動
車
の
進
化
」
「進
化
し
た
教
材
」
「進
化
し
た
家
電
」
「パ
ソ
コ
ン
の
性
能
の
進
化
」

「進
化
す
る
学
校
」

こ
れ
ら
は
、
中
学
校
理
科
で
使
わ
れ
て
い
る

「進
化
」
の
意
味
と
は
全
く
違

っ
た
意

味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
で
使
わ
れ
て
い
る

「進
化
」
の
意
味
は
、
「改
良
」
「進

歩
」
「発
展
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
す
。
「進
化
」
と
い
う
言
葉
の
響
き
が
心
地
良
い

か
ら
で
し
ょ
う
か
。
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う

な

「進
化
」
の
使
い
方
は
、
好
ま
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
も
し
か
す
る
と
、

そ
の
う
ち
、
学
校
で
使
わ
れ
る

「進
化
」
の
意
味
も
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
う

一
つ
気
に
な

っ
て
い
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
「虫
」
で
す
。
日
常
で
は
、

「虫
」
と
い
う
言
葉
を
使

っ
て
い
ま
す
が
、
学
校
の
理
科
に
は
、
「虫
」
と
い
う
言
葉
は

あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も

「虫
」
が
含
ま
れ
て
い
る
言
葉
は
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

日
常
で
使
わ
れ
て
い
る

「虫
」
の
意
味
と
学
校
の
理
科
で
登
場
す
る

「虫
」
が
含
ま
れ

て
い
る
言
葉
の
意
味
を
考
え
て
み
て
下
さ
い
。


